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本研究では、診療録から臨床研究や治験を実施する際に必要な患者情報である疾患の既往歴と生活歴に関する情報を自動で抽出するためのシステムの開発と評価
を行った。本研究において抽出する情報は医療者と相談の上で決定し、既往歴は8つの疾患（糖尿病、高血圧、脂質異常症、腎障害、脳梗塞、脳卒中、くも膜下出
血、冠動脈疾患）を、生活歴は喫煙歴と飲酒歴に関する情報を対象とした。 
診療録は基本的にフリーテキストとして記載されるため、表現の揺れが多発する。また、記載される情報は患者が現在罹患している疾患だけではなく、否定され
ている疾患、過去に罹患した疾患や家族に関する情報などさまざまである。そのため辞書などを用いたルールベースでこれを行うことはコストが大きいと考えら
れる。そこで本研究では機械学習を用いた既往歴・生活歴の抽出を行った。 
機械学習の適用には、アノテーションされたデータ（教師データ）が必要であるため、最初にアノテーション定義の検討とそれに基づいた診療録へのアノテー
ションを実施した。アノテーションでは、診療録を文単位に分割し、各文にそれぞれの疾患と生活歴に関する情報の有無（現在、過去、現在の否定、過去の否
定、プロブレムリストやその他など）と構造化に関する情報（現病歴、既往歴、生活歴、家族歴など）に関する情報を付与した。これを診療録285件（10,457文）
に対して実施し、実験材料とした。 
機械学習による識別では、近年の自然言語処理タスクで高い精度を達成しているモデルを用いた実験を行った。診療記録で事前学習されたBERTやWikipediaで事前
学習されたBERTなどを用いて性能を比較した結果、診療記録で事前学習されたBERTを用いることで、疾患に関する情報はF1値が平均で0.546、構造化に関する情報
はF1値が平均で0.791と一定の精度で識別できることが明らかとなった。 
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